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【 部 門 区 分 】 第 ７ 部 門 第 ４ 区 分
【 発 行 日 】 令 和 5 年 9 月 1 1 日 ( 2 0 2 3 . 9 . 1 1 )
　
【 国 際 公 開 番 号 】 W O 2 0 2 2 / 1 3 8 7 9 7
【 出 願 番 号 】 特 願 2 0 2 2 - 5 7 1 6 0 6 ( P 2 0 2 2 - 5 7 1 6 0 6 )
【 国 際 特 許 分 類 】
   Ｈ ０ ２ Ｐ 2 9 / 0 0 ( 2 0 1 6 . 0 1 )
【 Ｆ Ｉ 】
　 Ｈ ０ ２ Ｐ 2 9 / 0 0 　 　 　 　 　 　 　
　
【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 5 年 3 月 1 7 日 ( 2 0 2 3 . 3 . 1 7 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る モ ー タ 制 御 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る  
。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 情 報 算 出 部 が 、 振 動 有 無 情 報 と 、 振 動 周 波 数 情 報 と  
、 振 動 原 因 系 情 報 と を 算 出 す る 様 子 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 情 報 算 出 部 が 、 振 動 原 因 系 情 報 を 生 成 す る 際 の 生 成  
条 件 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る モ ー タ 制 御 シ ス テ ム が 適 用 さ れ た 生 産 装 置 の 斜 視 図  
で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 実 施 の 形 態 １ に 係 る 第 １ の 振 動 情 報 算 出 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 実 施 の 形 態 ２ に 係 る モ ー タ 制 御 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る  
。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 情 報 算 出 部 が 、 振 動 有 無 情 報 と 、 振 動 周 波 数 情 報 と  
、 振 動 原 因 系 情 報 と を 算 出 す る 様 子 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 情 報 算 出 部 が 、 振 動 原 因 系 情 報 を 生 成 す る 際 の 生 成  
条 件 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 実 施 の 形 態 ２ に 係 る 第 ２ の 振 動 情 報 算 出 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 実 施 の 形 態 ３ に 係 る モ ー タ 制 御 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で  
あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 情 報 算 出 部 が 、 振 動 有 無 情 報 と 、 振 動 周 波 数 情  
報 と 、 振 動 原 因 系 情 報 と を 算 出 す る 様 子 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ ２ は 、 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 情 報 算 出 部 が 、 振 動 原 因 系 情 報 を 生 成 す る 際 の  
生 成 条 件 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ ３ は 、 実 施 の 形 態 ３ に 係 る 第 ３ の 振 動 情 報 算 出 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ  
る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ４ は 、 実 施 の 形 態 ４ に 係 る モ ー タ 制 御 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で  
あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ５ は 、 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 情 報 算 出 部 が 、 振 動 有 無 情 報 と 、 振 動 周 波 数 情  
報 と 、 振 動 原 因 系 情 報 と を 算 出 す る 様 子 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 図 １ ６ は 、 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 情 報 算 出 部 が 、 振 動 原 因 系 情 報 を 生 成 す る 際 の  
生 成 条 件 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ７ は 、 実 施 の 形 態 ４ に 係 る 第 ４ の 振 動 情 報 算 出 処 理 の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ  
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る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ に 対 し て 、 本 開 示 の 一 態 様 に 係 る 振 動 情 報 算 出 方 法 は 、 可 動 部 に 取 り 付 け ら れ た セ  
ン サ に よ り 検 出 さ れ る 可 動 部 の セ ン サ 情 報 に 加 え て 、 位 置 検 出 器 に よ り 検 出 さ れ る モ ー タ  
の 位 置 情 報 に も 基 づ い て 、 振 動 に 係 る 情 報 を 算 出 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ れ に よ り 、 本 開 示 の 一 態 様 に 係 る 振 動 情 報 算 出 方 法 に よ れ ば 、 さ ら な る 改 善 を 図 る こ  
と が で き る 振 動 情 報 算 出 装 置 が 提 供 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 情 報 算 出 部 ３ ０ は 、 算 出 し た フ ィ ル タ 後 位 置 情 報 の 振 幅 が 第 １ の 閾  
値 以 上 で あ る 場 合 に 、 モ ー タ ７ ０ お よ び 可 動 部 ８ ０ の 振 動 の 原 因 系 が 、 指 令 信 号 と 、 モ ー  
タ 制 御 シ ス テ ム １ が 適 用 さ れ る 装 置 の 振 動 周 波 数 と が 共 振 関 係 に あ る こ と に 起 因 す る 共 振  
原 因 系 で あ る 旨 を 示 す 振 動 原 因 系 情 報 を 生 成 し て 出 力 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 情 報 算 出 部 ３ ０ は 、 算 出 し た フ ィ ル タ 後 位 置 情 報 の 振 幅 が 第 １ の 閾 値 以 上 で な い 場 合 で  
あ り 、 か つ 、 算 出 し た フ ィ ル タ 後 セ ン サ 情 報 の 振 幅 が 第 ２ の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に 、 モ ー  
タ ７ ０ お よ び 可 動 部 ８ ０ の 振 動 の 原 因 系 が 、 指 令 信 号 と 、 モ ー タ 制 御 シ ス テ ム １ が 適 用 さ  
れ る 装 置 の 振 動 周 波 数 と が 反 共 振 関 係 に あ る こ と に 起 因 す る 反 共 振 原 因 系 で あ る 旨 を 示 す  
振 動 原 因 系 情 報 を 生 成 し て 出 力 す る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 情 報 算 出 部 ３ ０ は 、 算 出 し た フ ィ ル タ 後 位 置 情 報 の 振 幅 が 第 １ の 閾 値 以 上 で な い 場 合 で  
あ り 、 か つ 、 算 出 し た フ ィ ル タ 後 セ ン サ 情 報 の 振 幅 が 第 ２ の 閾 値 以 上 で な い 場 合 に 、 モ ー  
タ ７ ０ お よ び 可 動 部 ８ ０ の 振 動 の 原 因 系 が 存 在 し な い 旨 を 示 す 振 動 原 因 系 情 報 を 生 成 し て  
出 力 す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】



10

20

30

40

50

JP WO2022/138797 A5 2023.9.11(3)

【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ １ １ 】
　 振 動 周 波 数 情 報 を 生 成 す る と 、 情 報 算 出 部 ３ ０ は 、 フ ィ ル タ 後 位 置 情 報 の 振 幅 が 第 １ の  
閾 値 以 上 で あ る 場 合 に 、 共 振 原 因 系 で あ る 旨 を 示 す 振 動 原 因 系 情 報 を 生 成 し 、 フ ィ ル タ 後  
位 置 情 報 の 振 幅 が 第 １ の 閾 値 以 上 で な い 場 合 で あ り 、 か つ 、 フ ィ ル タ 後 セ ン サ 情 報 の 振 幅  
が 第 ２ の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に 、 反 共 振 原 因 系 で あ る 旨 を 示 す 振 動 原 因 系 情 報 を 生 成 し 、  
フ ィ ル タ 後 位 置 情 報 の 振 幅 が 第 １ の 閾 値 以 上 で な い 場 合 で あ り 、 か つ 、 フ ィ ル タ 後 セ ン サ
情 報 の 振 幅 が 第 ２ の 閾 値 以 上 で な い 場 合 に 、 原 因 系 が 存 在 し な い 旨 を 示 す 振 動 原 因 系 情 報  
を 生 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ０ ） 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ３ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ３ ６ 】
　 こ こ で 、 第 ４ の 閾 値 は 、 時 系 列 の セ ン サ 情 報 に 振 動 成 分 が 含 ま れ て い る か 否 か を 判 定 す  
る た め の 閾 値 で あ る 。 第 ４ の 閾 値 は 、 例 え ば 、 モ ー タ 制 御 シ ス テ ム １ Ａ が 適 用 さ れ る 装 置  
を 用 い て 、 事 前 に 実 験 ま た は シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を す る こ と に よ っ て 得 ら れ た 実 験 結 果 ま た  
は シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 に 基 づ い て 定 め ら れ る と し て も よ い し 、 こ の 装 置 に 要 求 さ れ る 性  
能 に 基 づ い て 定 め ら れ る と し て も よ い 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ １ ７ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ １ ７ ８ 】
　 こ こ で 、 第 ６ の 閾 値 は 、 時 系 列 の セ ン サ 情 報 に 振 動 成 分 が 含 ま れ て い る か 否 か を 判 定 す  
る た め の 閾 値 で あ る 。 第 ６ の 閾 値 は 、 例 え ば 、 モ ー タ 制 御 シ ス テ ム １ Ｂ が 適 用 さ れ る 装 置  
を 用 い て 、 事 前 に 実 験 ま た は シ ミ ュ レ ー シ ョ ン を す る こ と に よ っ て 得 ら れ た 実 験 結 果 ま た  
は シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 に 基 づ い て 定 め ら れ る と し て も よ い し 、 こ の 装 置 に 要 求 さ れ る 性  
能 に 基 づ い て 定 め ら れ る と し て も よ い 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ２ ２ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ２ ２ ４ 】
　 図 １ ６ に 示 す よ う に 、 情 報 算 出 部 ３ ０ Ｃ は 、 算 出 し た フ ィ ル タ 後 位 置 情 報 の 振 幅 が 第 ７  
の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に 、 モ ー タ ７ ０ お よ び 可 動 部 ８ ０ の 振 動 の 原 因 系 が 、 指 令 信 号 と 、  
モ ー タ 制 御 シ ス テ ム １ Ｃ が 適 用 さ れ る 装 置 の 振 動 周 波 数 と が 共 振 関 係 に あ る こ と に 起 因 す  
る 共 振 原 因 系 で あ る 旨 を 示 す 振 動 原 因 系 情 報 を 生 成 し て 出 力 す る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ２ ２ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ２ ２ ５ 】
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　 情 報 算 出 部 ３ ０ Ｃ は 、 算 出 し た フ ィ ル タ 後 位 置 情 報 の 振 幅 が 第 ７ の 閾 値 以 上 で な い 場 合  
で あ り 、 か つ 、 算 出 し た フ ィ ル タ 後 セ ン サ 情 報 の 振 幅 が 第 ８ の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に 、 モ  
ー タ ７ ０ お よ び 可 動 部 ８ ０ の 振 動 の 原 因 系 が 、 指 令 信 号 と 、 モ ー タ 制 御 シ ス テ ム １ Ｃ が 適  
用 さ れ る 装 置 の 振 動 周 波 数 と が 反 共 振 関 係 に あ る こ と に 起 因 す る 反 共 振 原 因 系 で あ る 旨 を  
示 す 振 動 原 因 系 情 報 を 生 成 し て 出 力 す る 。
【 手 続 補 正 １ ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ２ ２ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ２ ２ ６ 】
　 情 報 算 出 部 ３ ０ Ｃ は 、 算 出 し た フ ィ ル タ 後 位 置 情 報 の 振 幅 が 第 ７ の 閾 値 以 上 で な い 場 合  
で あ り 、 か つ 、 算 出 し た フ ィ ル タ 後 セ ン サ 情 報 の 振 幅 が 第 ８ の 閾 値 以 上 で な い 場 合 に 、 モ  
ー タ ７ ０ お よ び 可 動 部 ８ ０ の 振 動 の 原 因 系 が 存 在 し な い 旨 を 示 す 振 動 原 因 系 情 報 を 生 成 し  
て 出 力 す る 。
【 手 続 補 正 １ ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ２ ３ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ２ ３ ３ 】
　 ス テ ッ プ Ｓ ４ ４ ０ の 処 理 が 終 了 す る と 、 情 報 算 出 部 ３ ０ Ｃ は 、 フ ィ ル タ 後 位 置 情 報 の 振  
幅 が 第 ７ の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に 、 共 振 原 因 系 で あ る 旨 を 示 す 振 動 原 因 系 情 報 を 生 成 し 、  
フ ィ ル タ 後 位 置 情 報 の 振 幅 が 第 ７ の 閾 値 以 上 で な い 場 合 で あ り 、 か つ 、 フ ィ ル タ 後 セ ン サ  
情 報 の 振 幅 が 第 ８ の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に 、 反 共 振 原 因 系 で あ る 旨 を 示 す 振 動 原 因 系 情 報  
を 生 成 し 、 フ ィ ル タ 後 位 置 情 報 の 振 幅 が 第 ７ の 閾 値 以 上 で な い 場 合 で あ り 、 か つ 、 フ ィ ル  
タ 後 セ ン サ 情 報 の 振 幅 が 第 ８ の 閾 値 以 上 で な い 場 合 に 、 原 因 系 が 存 在 し な い 旨 を 示 す 振 動  
原 因 系 情 報 を 生 成 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ５ ０ ） 。
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